
提

出

者

金

田

誠

一

平
成
十
五
年
五
月
八
日
提
出

質

問

第

六

八

号

情
報
公
開
法
に
お
け
る
不
開
示
情
報
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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情
報
公
開
法
に
お
け
る
不
開
示
情
報
に
関
す
る
質
問
主
意
書

「
衆
議
院
議
員
金
田
誠
一
君
提
出
国
政
調
査
活
動
に
関
わ
る
行
政
情
報
の
提
供
と
情
報
公
開
法
と
の
関
連
に
関
す
る
質
問
に

対
す
る
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
五
一
第
九
五
号

平
成
十
三
年
七
月
十
日
、
以
下
「
平
成
十
三
年
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
及

び
「
衆
議
院
議
員
金
田
誠
一
君
提
出
情
報
公
開
法
第
五
条
第
三
号
の
解
釈
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一

五
五
第
一
三
号

平
成
十
五
年
一
月
二
十
一
日
、
以
下
「
平
成
十
五
年
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
の
不
明
な
点
に
つ
き
以
下
質
問

す
る
。

一

平
成
十
五
年
答
弁
書
（
一
に
つ
い
て
）
及
び
平
成
十
三
年
答
弁
書
（
四
に
つ
い
て
）
に
お
け
る
以
下
の
点
に
つ
い
て
、
政

府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

「
情
報
公
開
法
第
五
条
第
三
号
の
不
開
示
情
報
に
係
る
『
国
の
安
全
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
』
」
の
判
断
の
趣
旨
。

�

「
情
報
公
開
法
第
五
条
第
三
号
の
不
開
示
情
報
に
係
る
『
国
の
安
全
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
』
」
の
判
断
の
目
的
。

�

「
秘
密
文
書
取
扱
規
程
等
に
お
け
る
『
国
の
安
全
又
は
利
益
に
損
害
を
与
え
る
お
そ
れ
』
」
の
判
断
の
趣
旨
。

�

「
秘
密
文
書
取
扱
規
程
等
に
お
け
る
『
国
の
安
全
又
は
利
益
に
損
害
を
与
え
る
お
そ
れ
』
」
の
判
断
の
目
的
。

�

「
法
に
基
づ
く
行
政
文
書
の
開
示
」
の
趣
旨
。

一



�

「
法
に
基
づ
く
行
政
文
書
の
開
示
」
の
目
的
。

�

「
国
会
議
員
に
対
す
る
文
書
の
提
供
」
の
趣
旨
。

�

「
国
会
議
員
に
対
す
る
文
書
の
提
供
」
の
目
的
。

二

平
成
十
五
年
答
弁
書
（
二
に
つ
い
て
）
で
い
う
「
秘
密
文
書
取
扱
規
程
等
に
基
づ
い
て
『
国
の
安
全
又
は
利
益
に
損
害
を

与
え
る
お
そ
れ
』
」
に
該
当
す
る
情
報
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
情
報
公
開
法
第
五
条
第
三
号
で
い
う
「
国
の
安
全
が
害
さ

れ
る
お
そ
れ
」
に
該
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
政
府
の
見
解
は
ど
う
か
。

三

情
報
公
開
法
第
五
条
第
三
号
で
い
う
「
国
の
安
全
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
」
は
、
平
成
十
五
年
答
弁
書
（
三
に
つ
い
て
）
で

い
う
「
秘
匿
の
必
要
性
」
の
要
件
の
一
つ
と
な
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
は
ど
う
か
。

四

各
省
庁
に
お
い
て
「
情
報
公
開
法
第
五
条
第
三
号
の
不
開
示
情
報
に
係
る
『
国
の
安
全
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
』
」
に
該
当

す
る
と
判
断
さ
れ
な
が
ら
、
「
秘
密
文
書
取
扱
規
程
等
に
お
け
る
『
国
の
安
全
又
は
利
益
に
損
害
を
与
え
る
お
そ
れ
』
」
に

は
該
当
し
な
い
と
判
断
さ
れ
た
文
書
は
存
在
す
る
の
か
。
存
在
す
る
の
で
あ
れ
ば
そ
の
主
な
理
由
に
つ
い
て
類
型
化
し
た
上

で
省
庁
ご
と
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

平
成
十
三
年
答
弁
書
（
四
に
つ
い
て
）
で
は
、
「
国
会
議
員
に
対
す
る
文
書
の
提
供
の
範
囲
が
法
に
基
づ
く
行
政
文
書
の

二



開
示
の
範
囲
よ
り
も
狭
く
な
っ
て
い
る
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
し
か
し
水
野
賢
一
外
務
政
務
官

（
当
時
）
が
経
済
産
業
省
か
ら
の
情
報
の
提
供
を
拒
否
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
情
報
公
開
法
に
基
づ
く
文
書
開
示
請
求
を
行
っ

た
と
の
報
道
も
あ
る
（
二
千
二
年
二
月
十
八
日
付
『
読
売
新
聞
』
第
十
四
版
第
四
面
）
。

そ
こ
で
国
会
議
員
に
対
し
て
提
供
を
断
っ
た
行
政
情
報
が
、
情
報
公
開
法
に
基
づ
く
請
求
に
対
し
て
開
示
さ
れ
た
実
例
が

存
在
す
る
の
か
、
各
省
庁
の
例
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六

外
務
省
は
「
外
務
省
改
革
『
行
動
計
画
』
」
（
平
成
十
四
年
八
月
二
十
一
日
）
に
お
い
て
「
秘
密
（
秘
・
極
秘
）
指
定
区

分
は
、
情
報
公
開
法
第
五
条
（
不
開
示
情
報
六
項
目
）
と
連
携
さ
せ
な
が
ら
再
定
義
す
る
。
ま
た
、
秘
密
指
定
区
分
上
の
位

置
づ
け
が
曖
昧
な
「
取
扱
注
意
」
を
廃
止
す
る
」
こ
と
を
取
り
決
め
た
が
、
そ
の
見
直
し
の
結
果
、
秘
密
指
定
と
不
開
示
情

報
と
を
ど
の
よ
う
に
整
理
し
た
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

七

前
記
外
務
省
の
「
行
動
計
画
」
に
お
け
る
見
直
し
（
秘
密
指
定
を
情
報
公
開
法
の
不
開
示
情
報
と
連
携
さ
せ
て
再
定
義
す

る
こ
と
）
は
、
情
報
公
開
に
お
い
て
極
め
て
前
向
き
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
こ
で
他
省
庁
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
行
う
予
定
が
あ
る
の
か
を
省
庁
ご
と
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま

た
外
務
省
に
お
け
る
こ
の
取
り
組
み
を
必
要
と
し
な
い
と
考
え
る
省
庁
が
あ
れ
ば
、
省
庁
ご
と
に
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ

三



れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


